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届出事項の異動の届出があった件

４２ 政治資金規正法の規定に基づく政治団体の

解散の届出があった件



【選挙管理委員会告示】
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４３ 政治資金規正法の規定に基づく資金管理団

体の指定の届出があった件



徳
島
県
告
示
第
百
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五

年
三
月
七
日
徳
島
県
議
会
の
議
決
を
経
た
令
和
四
年
度
徳
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
二
号
）
及
び

令
和
四
年
度
徳
島
県
各
種
特
別
会
計
補
正
予
算
並
び
に
令
和
五
年
度
徳
島
県
一
般
会
計
予
算
及
び
令
和
五

年
度
徳
島
県
各
種
特
別
会
計
予
算
の
要
領
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
経
営
戦
略
部
財
政
課
、
県
庁
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
及
び
県
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

上
勝
町

横
峯

地
す
べ
り

次
の
図
の
と
お
り

中
山

同

南
岡
北

同

う
ぐ
い
す

同

傍
示
日
浦

同

西
峯

同

佐
那
河
内
村

根
郷

同

菅
沢

同

東
山

同

平
地

同

府
能
西

同

神
山
町

一
宇
夫

同

宇
度
木

同

黒
口

同

坂
丸

同

庄
部

同

松
尾

同

西
久
地

同

西
野
間

同

石
本

同

長
野

同

本
根
川

同

名

同

拝
府

同

北
倉
目

同

府
能
西

同

京
地
⑴

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
・
気
候
防
災
課
及
び
徳
島
県
東

部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

美
馬
市

冬
畑

地
す
べ
り

次
の
図
の
と
お
り

芋
穴

同

内
田
上

同

喜
来

同

藤
原

同

半
平

同

穴
吹
平
谷

同

渕
名

同

大
重

同

西
谷

同

田
ノ
内

同

葛
生

同

穴
吹
西
山

同

太
合
右
岸

同

樫
原

同

三
好
市

久
保
左
岸

同

那
賀
町

木
頭
名

同

高
山
平

同

沢
谷

同

相
生
竹
ヶ
谷

同

轟

同

寒
谷

同

つ
る
ぎ
町

折
坂

同

日
谷
尾

同

蔭
名

同

上
喜
来

同

白
石
上

同

高
清

同

折
坂
下

同

東
久
保

同

小
井
野

同

岡

同

平
野

同



長
木

同

木
屋

同

剪
宇

同

子
安

同

十
家

同

寺
地

同

白
井

同

太
刀
之
本

同

漆
日
浦

同

木
地
屋

同

大
横

同

河
内

同

出
羽

同

実
平

同

広
沢

同

大
横
東

同

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
・
気
候
防
災
課
並
び
に
関
係
す

る
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
及
び
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
の
各
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

）



徳
島
県
告
示
第
百
九
号

次
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

神
山
町

京
地
⑴

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
・
気
候
防
災
課
及
び
徳
島
県
東

部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
す
る

。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

神
山
町

京
地
⑴

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
・
気
候
防
災
課
及
び
徳
島
県
東

部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
十
一
号

次
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

区
域
が
所
在

区
域
の
名
称

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
表

す
る
市
町
村

自
然
現
象
の
種
類

示
及
び
当
該
自
然
現
象
に
よ
り

建
築
物
に
作
用
す
る
と
想
定
さ

れ
る
衝
撃
に
関
す
る
事
項

神
山
町

京
地
⑴

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
・
気
候
防
災
課
及
び
徳
島
県
東

部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
十
二
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の

竣

功
を
認
可
し
た
。

し
ゅ
ん

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

橘
港
港
湾
管
理
者

徳
島
県

代
表
者

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

竣

功
認
可
を
受
け
た
者

し
ゅ
ん

１

氏
名
又
は
名
称

徳
島
県

２

住

所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

３

代
表
者
の
氏
名

徳
島
県
知
事

飯
泉
嘉
門

４

代
表
者
の
住
所

徳
島
市
南
仲
之
町
三
丁
目

県
公
舎

二

埋
立
区
域

１

位
置

１
―
１
―
２
工
区

阿
南
市
橘
町
西
浜
二
〇
〇
番
、
二
〇
一
番
、
二
〇
三
番
及
び
二
〇
七
番
の
各

地
先
公
有
水
面

２

区
域

次
の
各
地
点
の
う
ち

の
地
点
か
ら

の
地
点
ま
で
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び

の
地
点
と

の

17

15

15

17

地
点
と
を
結
ぶ
平
成
十
六
年
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
Ｌ
プ
ラ
ス
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公

有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

の
地
点

国
土
地
理
院
橘
四
等
三
角
点
（
北
緯
三
三
度
五
二
分
四
〇
秒
一
二
三
三
、
東
経
一
三
四

1

度
三
八
分
二
四
秒
五
九
〇
八
）
の
地
点

の
地
点

の
地
点
か
ら
一
六
三
度
一
五
分
五
三
秒
八
二
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

17

1

の
地
点

の
地
点
か
ら
一
五
六
度
四
三
分
四
九
秒
二
五
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

16

17

の
地
点

の
地
点
か
ら
二
四
六
度
四
三
分
四
八
秒
六
六
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

14

16

の
地
点

の
地
点
か
ら
三
三
六
度
四
三
分
四
九
秒
二
五
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

15

14

３

面
積

一
、
六
七
一
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

三

埋
立
て
の
免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

１

埋
立
て
の
免
許
の
年
月
日

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日

２

埋
立
て
の
免
許
の
番
号

徳
島
県
指
令
港
湾
第
二
百
六
十
三
号

四

竣

功
認
可
の
年
月
日

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

し
ゅ
ん

五

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
町
村
名

阿
南
市



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

会
計
責
任
者

一
以
上
の
市
町
村
等

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

の
区
域
を
単
位
と
し

届
出
年
月
日

の

氏

名

て
設
け
ら
れ
る
支
部

自

由

民

主

党

徳

島

県

令

和

五

年

岸

本

淳

志

岸

高

雄

徳
島
市
国
府
町
府
中
六
三
六
番
地

○

徳
島
市
・
名
東
郡
第
七
支
部

二

月

二

十

七

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

令

和

五

年

社
会
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ
ム
徳
島

小

林

雄

樹

小

林

雄

樹

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
三
五
番
地
二

二

月

二

日

令

和

五

年

祝

聡

後

援

会

祝

聡

祝

章

子

徳
島
市
幸
町
三
丁
目
四
八
番
地

二

月

七

日

徳
島
市
幸
町
三－

四
八

賀
川
ビ
ル

令

和

五

年

沢

田

た
だ

ゆ

き

後

援

会

澤

田

唯

行

澤

田

唯

行

一
〇
一

二

月

八

日



名
西
郡
神
山
町
神
領
字
東
青
井
夫
四

令

和

五

年

河

野
ま

さ
と

し
後

援
会

河

野

雅

俊

北

村

賢

二

四
四
番
地

二

月

十

四

日

阿
南
市
羽
ノ
浦
町
宮
倉
芝
生
一
二－

令

和

五

年

岩

本

た

つ

後

援

会

岩

本

達

岩

本

達

三

二

月

十

四

日

令

和

五

年

と
も
に
小
松
島
を
考
え
る
会

谷

口

義

英

谷

口

義

英

小
松
島
市
松
島
町
二
番
二
四
号

二

月

十

六

日

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
九－

一－

一

令

和

五

年

小

林

ゆ

う

き

後

援

会

小

林

雄

樹

小

林

雄

樹

〇
〇
二

二

月

二

十

二

日

徳
島
市
川
内
町
加
賀
須
野
四
五
九－

令

和

五

年

大

西

実

希

後

援

会

大

西

実

希

大

西

実

希

三

二

月

二

十

四

日

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
ノ
須
三
〇

令

和

五

年

藤
本

け

ん

い
ち

後

援

会

藤

本

健

一

福

永

多

美

子

番
地
一

二

月

二

十

七

日

那
賀
郡
那
賀
町
百
合
字
石
橋
五
〇
〇

令

和

五

年

那
賀
町
の
希
望
を
創
る
住
民
会
議

柏

木

岳

福

永

敏

行

番
地
三

三

月

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

会
計
責
任
者
の

令

和

四

年

山

口

富

義

杉

浦

恒

夫

三

橋

隆

志

世
紀
徳
島
を
つ
く
る
会

氏
名

四

月

一

日

21

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

代
表
者
の
氏
名

山

川

裕

靖

鎌

田

武

令

和

五

年

か

み

博

之

後

援

会

山

川

裕

靖

会
計
責
任
者
の

一

月

二

十

九

日

嘉

見

悦

子

入

江

和

食

氏
名

令

和

五

年

松

下

ひ

ろ

き

後

援

会

土

橋

正

美

代
表
者
の
氏
名

土

橋

正

美

大

西

謙

次

二

月

十

日

主
た
る
事
務
所
の

鳴
門
市
大
麻
町
市
場
字
大
道
一

鳴
門
市
大
麻
町
市
場
字
大
堀
五

令

和

五

年

梶

達

矢

後

援

会

梶

達

矢

所
在
地

七

番
地

二

月

二

十

八

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自

由

民

主

党

徳

島

県

第

一

選

挙

区

支

部

後

藤

田

正

純

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

皆

本

一

雄

後

援

会

皆

本

一

雄

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日

河

口

さ

と

し

後

援

会

河

口

達

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日

公

認

会

計

士

が

地

元

で

後

藤

田

正

純

を

囲

む

会

長

地

孝

夫

令

和

五

年

一

月

十

一

日

中

西

ひ

ろ

か

ず

後

援

会

藤

田

敏

広

令

和

五

年

二

月

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者

資

金

管

理

団

体

（
代
表
者
）
の
氏
名

指
定
年
月
日

氏

名

公
職
の
種
類

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

徳

島

市

徳
島
市
昭
和
町
三
丁
目
九－

一－

一
〇
〇

令

和

五

年

小

林

雄

樹

小

林

ゆ

う

き

後

援

会

小

林

雄

樹

議

会

議

員

二

二

月

二

十

二

日
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